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2 ）QIAGEN抽出と SR DNA抽出の比較（表 3）
　QIAGEN抽出と SR DNA抽出における一致率は
93.5％，感度81.3％，特異度100.0％であった。また，











































陽　性 4 0 4
陰　性 12 30 42
合　　　　　計 16 30 46







陽　性 7 4 11
陰　性 9 26 35
合　　　　　計 16 30 46
感度 43.8%（7/16）　特異度 86.7%（26/30）　一致率 71.7%（33/46）






陽　性 13 0 13
陰　性 3 30 33
合　　　　　計 16 30 46






原理 イムノクロマト法 イムノクロマト法 LAMP法




反応時間 15分間 15分間 60分間
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性が少ない。また，反応温度が一定であるため，増幅に
必要な機器が簡略で安価なこと，増幅が進むと反応液が
濁るため目視でも結果が判定できることなどが利点とし
て挙げられる７）。しかし，簡略で安価とはいえ，LAMP
法には専用の測定機器が必要となるため，検査を行うこ
とができる施設は限られてしまう。また，DNA抽出工
程を含めるとさらに１時間程度要するため，マイコプラ
ズマ抗原迅速診断キットと比較すると迅速性に欠けてし
まう。SR DNA抽出を利用することでDNA抽出を約20
分程度に短縮することが可能であったが，今回の検討で
はQIAGEN抽出で陽性，SR DNA抽出で陰性となる症
例が３例みられた。同一サンプルから検出した内部標準
物質のβ-globin の結果から，SR DNA抽出はQIAGEN
抽出の１/10程度のテンプレートDNA量と推測される。
このことからマイコプラズマの菌量が少ない検体の場
合，SR DNA抽出で偽陰性となってしまったと考えら
れる。一方，SR DNA抽出のみ陽性となった症例が１
例みられたが，LAMP反応で不規則な増幅曲線を描き，
さらに再測定では陰性となったことから偽陽性反応と考
えられた。
　リボテストはプライムチェックより２割程度高い感度
を示したが，やや特異性が低く，偽陽性と思われる症例
が４例みられた。リボテストを利用する場合は，臨床症
状やその他の検査結果も併せて，総合的な判断が必要と
思われた。
ま　　と　　め
　M.pneumoniae の検出には，それぞれの検査法の特
性を理解し，施設の運用に合わせた検査法を選択するこ
とが重要と考えられた。
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